
「高市の突出ぶりについて考え合う」集いのご案内 
 

高市首相は、就任早々、「台湾有事は（政府が武力攻撃を命令する）『存立危機事

態』になりうる」という発言をしました。現役の首相が他国への武力攻撃の可能性

を公言するのは極めて異例です。さらに高市首相は、「非核三原則」や「武器輸出

三原則」の見直しを打ち出し、「戦争のできる国」・「死の商人国家」への志向を、

はばかることなく露わにしています。 

このような危険な言動や、旧統一教会との密接な関係、大企業からの巨額の献金

など、どれをとっても、高市首相は本来最高権力者として権力をふるう立場にいる

べきではない人物なのは明らかです。 

しかし、そうした高市首相の突出ぶりにもまして、彼女の政治姿勢の危険性を顧

みずに、むしろ期待を込めて支持することが、まるで祝祭性を帯びたブームのよう

になっている現状に対して、私・たちは大きな危うさを感じずにはいられません。 

このような政治状況を、私たちはどのように捉えたらよいのか、ぜひ皆さんと考

え合いたいと思います。下記の集いに、ぜひご参加ください。 

 

                記 

 

「高市の突出ぶりについて考え合う」集い 

日時： ３月１日（日） １３：３０～１６：００ 

会場： サンフォルテ３０５号室 

参加費＋資料代： １０００円 

主催： 高齢者生存組合（代表 埴野謙二） 

連絡先 TEL 080-6365-5234（橋本） 

URL：https://net-jammers.net E-mail：jammers@net-jammers.net  



 

 

         「高齢者生存組合」 
 

 
 2018 年開催の「米騒動 100 年プロジェクト」から
産み出された「高齢者生存組合」は、高齢者が自身の抱
える〈生きがたさ）からの解放を求め、相互に結びあ
う、そんな〈生存組合〉です。 
 
 1970年、アメリカでグレイパンサーを名乗る運動体
がひろがりました。全米で 6 万人、130 のネットワーク
にひろがったグレイパンサーは、エイジズム(年齢差別)
からの解放をかかげ、社会を変えようとしてきました。
彼・彼女らは「老人としての誇り」を高らかに謳い、
「年をとることに価値を見いだす社会」を目指しまし
た。 
 その活動や理念は、今のこの困難な時代だからこ
そ、あらためて見直されるべきだと私・たちは考えてい
ます。 
 
 私・たち「高齢者生存組合」は、「全ての生の無条
件の肯定」を合言葉に、高齢者に限らず「生の困難」を
抱える様々な人々との連帯を通じて、人間の「生・老・
病・死」を相互に支え合う地域社会を組み立て直すこと
を目指しています。 

 

 高齢者生存組合  代表 埴野謙二 

連絡先 〒930-0009 富山市神通町３－５－３ 

TEL 080-6365-5234（橋本） 

URL：https://net-jammers.net     
E-mail：jammers@net-jammers.net 


